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研究成果の概要（和文）：本研究では、1925 年から 1930 年まで東京で活動した劇団「心座」の

実態を、「上演」という側面から考察した。具体的には、村山知義や舟橋聖一の上演作品の再構

築を実証的に行い、彼らと歌舞伎俳優が近代劇という場で接触することで、いかなる問題があ

らわれたのかということを考察した。同時に、当該の上演が依拠する創作理念の複合性につい

ても明らかにした。長らく等閑に付されてきた心座をこうした文脈において「再発見」したこ

とは、これまでの近代日本演劇研究に新しい視座をもたらすものといえる。 
 
 

研究成果の概要（英文）：In this study I have investigated the performances by the little 

theatre company “Kokoroza”(1925-30, Tokyo), including the promising 

‘Shin-geki’(Japanese modern theatre) playwright/director Murayama Tomoyoshi, his 

compatriot Funahashi Sei-ichi and a Kabuki actor Kawarazaki Chojuro. First I have examined 

the relationship between the modern theatre artists and the Kabuki actors, and secondly 

the interaction between the avant-garde ideas and the proletarian theatre arts on their 

performances. These two studies will afford some new perspectives on the ground of the 

Japanese modern theatre. 
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１．研究開始当初の背景 
 

 従来の近代日本演劇研究は、戯曲や劇作家

を主たる対象とすることが多く、「上演」そ

のものに焦点を当てようとするものは少な

かったといえる。また、劇団「心座」につい

ての本格的な研究も、たとえば同時代の新劇

の劇団である「築地小劇場」の研究に比して

みれば、ほとんど行われてこなかったといえ

るだろう。（心座の上演を扱ったほとんど唯

一の先行研究として、原道生「歌舞伎俳優と

前衛的演出─心座の河原崎長十郎と村山知

義」（『ヨーロッパ演劇の変貌─ゲオルク二世

からストレーレルまで』白鳳社、1994 年、

pp.256-280）を挙げることができるが、これ

は副題のとおり村山知義の作品を主として

扱ったもので、たとえば舟橋聖一の作品につ

いてはほとんど言及されていない。） 

 しかしながら、そもそも「演出の確立」に

こそ近代演劇の特質がある以上、上演を扱う

ことから近代演劇の実態の解明がはじまる

はずだと研究代表者は考えた。また、心座は

近代日本演劇の縮図として捉えることが可

能な劇団で（心座の構成員には、第一に河原

崎長十郎ら歌舞伎俳優、第二に村山知義ら

「アヴァンギャルド演劇」から「プロレタリ

ア演劇」へと「転換」する演劇人、第三に舟

橋聖一らのように、こうした動向とは一線を

画し「芸術派」と呼ばれた劇作家・小説家が

いたが、こうしたさまざまな芸術的背景をも

つメンバーが「雑居」していたことが、近代

日本演劇の縮図として見なすことができる

点である）、詳細な研究を行う必要があると

考えた。 

 以上の観点から心座の本格的な研究をす

すめ、近代日本演劇研究に新たな観点をもた

らす必要があった。 

 

 

２．研究の目的 

 

 上述したとおり、心座の上演を分析するこ

とで、日本近代演劇史に新しい視座をもたら

すことが本研究の目的である。 

 具体的には以下のとおりである。第一に、

心座を「再発見」し、日本近代演劇史に位置

づけしなおすことである。心座については、

概論的なものはあるものの、本格的な研究は

ごく限られていた。しかし、この劇団は、当

時前衛美術の領域で頭角を現しだした村山

知義をはじめ、のちに「前進座」を興すこと

になる歌舞伎俳優の河原崎長十郎ら、舟橋聖

一、池谷信三郎、今東光、今日出海といった

若き作家たちが参加した、一大文芸集団であ

った。この集団の「再発見」を通じて、大正

から昭和にかけての若い歌舞伎俳優と劇作

家・演出家たちが演劇の上演という場におい

て切り結んだ関係を明らかにするのが本研

究の第一の目的である。 

 第二に、「上演」という側面から近代演劇

を捉え直し、そこに通底する創作理念を明ら

かにすることである。たとえば、心座の上演

には、一つの作品の中に、いわゆるアヴァン

ギャルド演劇的側面とプロレタリア演劇的

側面が並列してみられるものもある。従来の

戯曲研究あるいは劇作家研究においては相

反するものと考えられていたこの両者の間

に、実際にはどのような相互影響があったの

かについて、上演分析をとおして考察してい

くのが本研究の第二の目的である。 

 

 

３．研究の方法 

 

 研究方法としては、徹底した実証的手法を

とった。まず、上演に関する一次資料（上演



台本、演出ノート、舞台美術プラン、舞台写

真、当事者の回想録や自叙伝、新聞や雑誌に

掲載された同時代の劇評、関係者のあらゆる

文書など）を、早稲田大学演劇博物館、日本

近代文学館、国会図書館、彦根市立図書館舟

橋聖一記念文庫、民族学博物館図書室、国立

劇場図書閲覧室などで収集した。 

 閲覧した資料の中で、とりわけ心座が発行

していた刊行物をまとまった形で調査でき

たのは大きな成果であった。本研究の遂行に

大いに役立ったのはいうまでもないが、今後

の心座研究にとっても重要な資料となるで

あろう。 

 次に、これらの資料を用いて上演の再構築

を試みた。上演戯曲と照らし合わせながら、

収集した資料を分析し、上演の実態を明らか

にしようとした。演出の意図、舞台装置に表

現されている意味、俳優の演技、音響や照明

の効果、観客の受容のあり方などを吟味し、

それらを包括して上演の全体像を浮かびあ

がらせようとした。同時に、それらの上演に

内在していた創作理念のあり方についても

審究した。 

 具体的には、主として、ゲオルク・カイザ

ー作、土方与志演出『朝から夜中で』におけ

る村山知義の舞台装置や、村山作・演出『ス

カートをはいたネロ』、舟橋聖一作『痼疾者』、

『白い腕』、『硝子管の家』などの上演を扱っ

た。当然ながら資料が散逸してしまったもの

もあり、それらに関しては、毛利三彌著『演

劇の詩学- 劇上演の構造分析』（相田書房、

2007 年）で示された劇上演の構造モデルを手

がかりに理論面からの分析を試みた。 

 そして、以上のように上演を再構築したの

ち、関連する先行研究などと照らし合わせ、

従来の近代日本演劇研究の批判的検証を行

った。 
 

 

４．研究成果 

 

 村山知義や舟橋聖一の上演作品の再構築

を行い、歌舞伎俳優と若き作家たちが近代劇

という場所において接触することでいかな

る問題があらわれたのか、ということを考察

した。同時に、上演が依拠する創作理念がい

かに複合的であったかということも明らか

にした。 

 具体的には、村山知義の上演作品の分析か

らは、「アヴァンギャルド」から「プロレタ

リア」へという思想上の転換が、いかに上演

に現れたかということを明らかにすること

ができた。この成果は、論文「「転換期」村

山知義の戯曲」（〔雑誌論文〕欄の②）および

論文「カリカチュアの演技とその機能—トラ

ンク劇場・前衛座・心座を中心に」（〔雑誌論

文〕欄の①）として発表した。 

 また、舟橋聖一の上演作品については、現

代では心座時代の彼の活動についてほとん

ど等閑に付されており、一次資料を収集する

ことからはじめる必要があった。その中で、

彼の理想とした「心理劇」の特質、およびそ

の制作背景にある岩野泡鳴の一元描写論な

どとの関連について考察することができた。

また、同じ劇団のライバルである村山知義の

芸術観に対抗する形で創作を行っていたこ

とを、上演分析から明らかにした。この成果

は、口頭発表「舟橋聖一と演劇-「心座」を

中心に」（〔学会発表〕欄の①）として発表し

た。 

 長らく等閑に付されてきた心座を、このよ

うに上演に焦点を当てることで「再発見」し

たことは、これまでの日本近代演劇研究に新

しい視座をもたらすものといえるだろう。 
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